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ウォーミングアップ（第1回＆第2回）

さらばサライバ

憔悴（小水）してる？
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セルフチェック3点セット プラス1

アファメーション

（太陽に向かって…）
★自分が願うことが
★すでに達成したこととして
★感謝の言葉を叫ぶ

2050年3月12日

元気に100歳を
迎えることが
できました～ッ！

サンキュ～ッ！
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第2回の復習

☆認知症4つのタイプ

前頭側頭型認知症（ピック病）：
1. 80歳以上の3人にひとり、85歳以上の2人にひとりが認知症。ピック病は5%。
2. 病識なし、人格変容による反社会的言動が特徴。
3. 『医療保護入院～隔離病棟』で最期を迎えることがほとんど。

⇒仮に認知症の症状が出た場合、躊躇なく施設に入れるよう明確に伝えておくべき

☆ショーシャンクの空に
https://www.youtube.com/watch?v=Nn_sL0JkaGg

☆最高の人生の見つけ方（オリジナル）
https://www.youtube.com/watch?v=LZnvMmzoQYU

https://www.youtube.com/watch?v=P6KFTeI1gnQ

☆最高の人生の見つけ方（日本版）
https://www.youtube.com/watch?v=2dP-F6x0Y7s

1.自分にとっての『しあわせ』・『生きがい』・『生きる意味』を考えて、言語化してみよう。
2.エンディングを迎えるまでにやりたいことを書き出してみよう。
3.エンディングを迎えるまでに絶対に回避したいことも、書き出してみよう。

⇒寿命という砂時計は、上半分（余命）が見えない…。God knows !!!
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前頭側頭型認知症とは
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最高の人生の見つけ方（オリジナル）

究極のやることリスト：夢を先延ばしにしない方法.mp4



最高の人生の見つけ方（日本版）
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『最高の人生の見つけ方』徹底解剖.mp4
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現役世代を悩ませる老親問題

https://gemini.google.com/share/7680439542582026/3/12 11



現役世代を悩ませる老親問題
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現役世代を悩ませる老親問題
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現役世代を悩ませる老親問題

2026/3/12 14



現役世代を悩ませる老親問題
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と、いうことで
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ストラルドブラグ：ガリバー旅行記の超高齢社会風刺

2026/3/12 19ガリバー旅行記：不死の呪い.mp4



作者・スウィフトの意図するもの

スウィフトがこの物語を書いた300年前、イギリスの平均寿命はわずか35歳。
それに対し、現代日本の平均寿命は85歳超。私たちは「死なない時間」を50年
も多く手に入れた、「無意識のストラルドブラグ」へと近づいているのかもしれない。

彼自身、生涯を通じてメニエール病の眩暈と耳鳴りに苦しみ、自身の老いと知性の
消滅に怯えていた。32歳の時に書いた自戒リスト『我、老齢になりし時』には、彼の
切実な恐怖が刻まれている。

＜スウィフトの自戒リスト（抜粋）＞
★若い女を娶るなかれ
★同じ話を繰り返すなかれ
★あれこれと口を挟みすぎることなかれ
★若かりし日の二枚目振りや、いかに女にもてたかを自慢することなかれ

死の5年前、1740年にホワイトウェイ夫人に宛てた手紙には、「私は自分が書いて
いる言葉が、もはやひとつも理解できない」という絶望的な告白が残されている。
彼は物語としてストラルドブラグを描いたのではなく、自分自身が陥るであろう
「知性の消滅」という悪夢を、予言的に記録していたのかもしれない。
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作者・スウィフトの意図するもの

＜後悔しない人生のためにの3つの問いかけ＞

ストラルドブラグが陥った最大の悲劇は、単なる肉体の衰えではなく、「期限がない
ために何も行動しない」という虚無に他ならない。人間は期限があるからこそ行動
を起こすことができるもの。彼らが常に不機嫌で愚痴をこぼしているのは、自由に
行動できたはずの若い時期に、何もなさなかった後悔が永遠に続いているからに
他ならない。

不死ではない私たちにも、いつか必ず機能的な限界が訪れる。
その前に、以下の 3つの問いを自身に投げかけてみていただきたい。

Q1. すでにストラルドブラグ的な（無為な）人生を送っていないか？
Q2. いずれストラルドブラグ的になってしまう可能性はないか？
Q3. 衰えが本格化する前に、本当にやり残したくないことは何か？

その時がいつなのかは神のみぞ知るであるが、余命は限られている。
何もかもを成し遂げることはできないからこそ、優先順位が必要。

「優先順位とは、着手の順番である」

まずは自分が「やり残したくないことリスト」を書き出してみよう。
そして、最上位の項目から、今すぐに着手してください。
それこそが、ストラルドブラグという呪いから逃れる唯一の道なのですから。
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百寿曼荼羅ワンポイント・リマインド＜認知症＞
もっとも重要なのは、『仮に認知症の症状が出たとしたら、ためらうことなく施設
（病院）に入れてくれて構わないから。まちがっても仕事や家庭を犠牲にするんじゃ
ないぞ！私はそんなことを望んでないからな』とを明確に伝えておくこと…では？
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次回予告

4月9日（木） 12:30～15:00

① 在宅介護の悲惨！94歳認知症の父が介護する長男へ衝撃発言
② 映画「ジョニーは戦場へ行った」より ～ 尊厳死を考える
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